
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
で

数
十
年
ぶ
り
の
大
規
模
改
訂

　

勧
告
16
は
、
金
融
機
関
間
で
送
金

を
行
う
際
に
送
付
元
か
ら
送
付
先
に

通
知
す
べ
き
送
金
人
・
受
取
人
情
報

や
、
各
金
融
機
関
が
果
た
す
べ
き
義

務
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
金
融
機
関
お
よ
び
金
融

情
報
機
関
（
Ｆ
Ｉ
Ｕ
）、
法
執
行
当

局
が
、
送
付
人
・
受
取
人
情
報
を
利

用
可
能
と
な
る
よ
う
定
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
や
犯
罪

者
等
が
資
金
移
転
の
た
め
に
送
金
に

自
由
に
ア
ク
セ
ス
す
る
の
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
不
正
の
検
知
を
可
能
と
し

て
い
る
。

　

本
改
訂
は
、
特
に
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
て
い
る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
に

焦
点
を
当
て
て
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
（
注
１
）。
事
業
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
実
態
が
同

じ
行
為
に
対
し
て
は
同
じ
規
制
を
適

用
す
る
と
の
原
則
に
沿
っ
て
検
討
が

行
わ
れ
た
。
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ

た
Ｇ
７
（
主
要
７
カ
国
）
財
務
大
臣

・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
で
採
択
さ
れ

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（
金
融
活
動
作
業
部
会
）
は
、
２
度
に
わ
た
る
市
中
協
議
を
経
て
今
年
６
月
に
、
送

金
の
透
明
性
に
関
す
る
勧
告
16
を
改
訂
し
た
。
本
改
訂
は
、
過
去
数
十
年
の
送
金
市
場
の
構
造

変
化
に
よ
る
透
明
性
の
低
下
や
詐
欺
急
増
に
よ
る
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
対
応
し
、
適
切
な
Ａ
Ｍ

Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
／
Ｃ
Ｐ
Ｆ
（
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
／
テ
ロ
資
金
供
与
／
拡
散
金
融
対
策
）

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
お
い
て
勧
告
改
訂
を
担
当
す
る

政
策
企
画
部
会
（
Ｐ
Ｄ
Ｇ
）
の
共
同
議
長
と
し
て
本
件
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
た
経
験
も
踏

ま
え
、
改
訂
の
概
要
や
今
後
の
課
題
、
官
民
で
求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
の
改
訂
で
目
指
す

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
透
明
性
向
上

法
令
改
正
や
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
・
実
務
の
見
直
し
な
ど
官
民
で
対
応
が
必
要
に

金
融
庁

国
際
資
金
洗
浄
対
策

室
長
兼
国
際
政
策

管
理
官羽

渕
貴
秀
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た
行
動
計
画
「F

inancial C
rim

e 

C
all to A

ction

」
に
お
い
て
も
、

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
観
点
か
ら
重
要

な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
言
及
さ

れ
て
い
る
。

　

新
た
な
事
業
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
、
技
術
等
の
登
場
に
よ
り
、
送
金

の
透
明
性
が
低
下
し
て
い
る
。
ま
た

オ
ン
ラ
イ
ン
詐
欺
が
急
増
す
る
な
ど
、

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
／
Ｃ
Ｐ
Ｆ
リ
ス
ク

は
高
ま
っ
て
い
る
。
本
改
訂
で
は
、

勧
告
16
の
基
本
的
な
目
的
は
維
持
し

た
上
で
、
本
勧
告
が
マ
ネ
ー
・
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与

だ
け
で
な
く
、
拡
散
金
融
や
詐
欺
の

防
止
・
摘
発
も
対
象
と
し
て
い
る
旨

が
明
確
化
さ
れ
た
。

　

改
訂
内
容
は
、
数
十
年
ぶ
り
の
大

規
模
な
も
の
で
あ
る
。
銀
行
、
資
金

移
動
業
者
、
カ
ー
ド
関
連
事
業
者
、

暗
号
資
産
交
換
業
者
等
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

勧
告
実
施
に
伴
う
民
間
へ
の
副
作

用
を
低
減
し
つ
つ
、
送
金
の
コ
ス
ト

と
ス
ピ
ー
ド
、
金
融
包
摂
、
デ
ー
タ

保
護
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
っ
た
政

策
目
的
と
、
本
改
訂
の
目
的
を
両
立

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し

た
わ
が
国
の
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
、
民
間
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
や
関
係
国
際
機
関
な
ど
と
丁
寧

な
対
話
・
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
、
最

終
化
の
前
に
異
例
の
２
度
の
市
中
協

議
を
実
施
し
（
注
２
）、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
集
中
的

な
対
面
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
会
合
を
３
度

に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
２
度
の
市

中
協
議
後
に
は
、
よ
り
焦
点
を
絞
っ

て
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
内
容
と
な
る

よ
う
、
改
訂
の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
相

応
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。

ペ
イ
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の

始
点
・
終
点
の
明
確
化

　

本
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
５
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ク
ロ
ス
ボ

ー
ダ
ー
送
金
の
始
点
・
終
点
の
定
義

の
明
確
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
ペ
イ
メ

ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
内
の
異
な
る
主
体

の
責
任
の
明
確
化
で
あ
る
。

　

送
金
元
の
資
金
移
動
業
者
な
ど
が

送
金
先
の
金
融
機
関
に
対
し
て
、
真

の
送
金
者
で
あ
る
顧
客
や
真
の
受
取

人
で
あ
る
顧
客
を
特
定
せ
ず
に
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
を
行
う
こ
と
が
増

え
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
送
金
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
見
て
、

送
金
元
・
送
金
先
の
法
域
が
不
明
瞭

と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
監
督
当

局
・
法
執
行
当
局
の
対
応
や
金
融
機

関
の
実
効
性
あ
る
制
裁
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
阻
害
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

本
改
訂
で
は
、
ペ
イ
メ
ン
ト
・
チ
ェ

ー
ン
の
始
点
を
「
受
取
人
へ
の
送
金

の
指
図
を
送
金
人
か
ら
受
け
た
金
融

機
関
」、
終
点
を
「
受
取
人
の
口
座

を
保
有
す
る
か
、
受
取
人
に
現
金
を

提
供
す
る
金
融
機
関
」
と
定
義
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
各
国
間
や
官
民
に
お

け
る
共
通
理
解
を
確
保
し
、
各
国
で

調
和
の
取
れ
た
実
施
を
可
能
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
が
作
成
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い

て
は
、
ペ
イ
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
の

始
点
・
終
点
や
各
主
体
の
義
務
の
具

体
的
な
当
て
は
め
に
つ
い
て
、
複
数

の
具
体
例
を
提
示
す
る
な
ど
し
て
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
の
目
線
を
明
確
化
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

通
知
必
須
情
報
の

内
容
・
質
を
改
善

　

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
の
２
点
目
は
、

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
に
お
け
る
通

知
必
須
情
報
の
内
容
・
質
の
改
善
で

あ
る
。

　

内
容
の
改
善
と
し
て
は
、
通
知
必

須
情
報
の
内
容
が
変
更
・
拡
充
さ
れ

た
（
図
表
）。
例
え
ば
、
送
付
人
が

自
然
人
で
あ
る
場
合
は
送
付
人
の

「
住
所
」「
生
年
月
日
」、
受
取
人
が

自
然
人
で
あ
る
場
合
は
受
取
人
の

「
国
名
・
都
市
名
」
と
い
っ
た
情
報

が
必
須
情
報
に
追
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
通
知
必
須
情
報
に
お
け
る

オ
プ
シ
ョ
ン
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

方
向
で
検
討
が
進
ん
だ
。
こ
れ
は
通

知
必
須
情
報
を
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で

標
準
化
し
、
国
や
金
融
機
関
ご
と
の
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差
異
を
小
さ
く
す
る
こ

と
で
、
金
融
機
関
に
よ

る
処
理
の
効
率
化
を
図

る
観
点
か
ら
の
見
直
し

で
あ
る
。
１
次
市
中
協

議
案
と
比
較
し
て
、
オ

プ
シ
ョ
ン
は
最
低
限
と

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
改
訂
に
よ

り
通
知
情
報
は
構
造
化

さ
れ
、
可
能
な
限
り
Ｉ

Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
の
よ

う
な
確
立
さ
れ
た
標
準

に
従
う
べ
き
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
変
更
に
よ
っ

て
、
標
準
化
・
構
造
化

さ
れ
た
質
の
高
い
デ
ー

タ
の
活
用
を
通
し
、
金

融
機
関
に
お
け
る
自
動

処
理
を
促
進
し
、false 

positive

（
偽
陽
性
）

を
削
減
す
る
こ
と
で
、

送
付
人
・
受
取
人
特
定

の
信
頼
性
改
善
と
金
融

機
関
の
効
率
性
の
向
上

を
狙
っ
て
い
る
。
受
取

金
融
機
関
に
送
付
さ
れ
、
そ
こ
で
保

管
さ
れ
る
情
報
の
拡
充
に
よ
り
、
捜

査
当
局
は
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ

容
易
に
当
該
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　
３
点
目
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送

金
に
お
け
る
受
取
人
情
報
の
整
合
性

の
確
認
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る

送
金
詐
欺
な
ど
の
不
正
送
金
の
防
止

や
、
意
図
し
な
い
口
座
へ
の
入
金
防

止
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
金
融
機

関
に
対
し
て
は
、
次
の
三
つ
の
い
ず

れ
か
を
実
施
す
る
義
務
が
導
入
さ
れ

た
（
注
３
）。

①
送
金
受
領
時
に
受
取
金
融
機
関
が
、

「
通
知
さ
れ
た
受
取
人
の
氏
名
・
口

座
番
号
」
と
「
自
身
が
保
有
す
る
受

取
人
の
氏
名
・
口
座
番
号
」
の
整
合

性
を
確
認
す
る

②
受
取
金
融
機
関
が
、
リ
ス
ク
ベ
ー

ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
き
、
異
常

な
ア
カ
ウ
ン
ト
、
取
引
、
活
動
を
特

定
す
る
た
め
の
包
括
的
な
継
続
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
対
応
す
る

③
送
金
前
に
送
金
金
融
機
関
が
受
取

金
融
機
関
に
対
し
、
受
取
人
口
座
の

氏
名
・
口
座
番
号
の
整
合
性
の
確
認

を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
、
送
金
金
融
機

関
と
受
取
金
融
機
関
の
両
方
が
参
加

し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
事
前
確

認
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
①
②
に
代

え
るカ

ー
ド
決
済
で
通
知
義
務
の

適
用
除
外
規
定
を
厳
格
化

　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
の
４
点
目
は
、
カ

ー
ド
・
ペ
イ
メ
ン
ト
に
関
す
る
要
件

の
厳
格
化
で
あ
る
。
従
来
は
、
⑴
カ

ー
ド
を
使
っ
た
個
人
送
金
に
つ
い
て

は
銀
行
間
送
金
同
様
に
送
金
人
・
受

取
人
情
報
の
通
知
義
務
を
課
し
て
い

た
。
一
方
、
⑵
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
購

入
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ド
番
号
を
付

帯
し
て
い
る
場
合
に
は
通
知
義
務
の

適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
た
。

　

本
改
訂
で
は
、
⑴
は
維
持
し
た
一

方
、
⑵
に
つ
い
て
は
新
た
な
義
務
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

要
請
に
応
じ
て
、
イ
シ
ュ
ア
ー
お
よ

び
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
ー
の
「
名
称
」

〔図表〕 通知必須情報の内容の改善

項目 現行勧告 改訂勧告

送付人
情報

自然人 「氏名／名称」「口座番号」
および

「住所」または「国民ＩＤ番号」または
「ＣＩＦ」または「生年月日および出生地」

「氏名／名称」「口座番号」に加え、
「住所」「生年月日」

法人
「氏名／名称」「口座番号」に加え、「住所」、
当該情報が存在すれば「ＢＩＣ」または
「ＬＥＩ」または「公的識別子」

受取人
情報

自然人

「氏名／名称」および「口座番号」

「氏名／名称」「口座番号」に加え、
「国名・都市名」

法人
「氏名／名称」「口座番号」に加え、「住所」、
当該情報が存在すれば「ＢＩＣ」または
「ＬＥＩ」または「公的識別子」

（注）　太字は変更箇所。
（出所） 　筆者作成
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「
所
在
地
」
の
情
報
を
カ
ー
ド
ペ
イ

メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
内
の
金
融
機
関

お
よ
び
（
金
融
機
関
を
通
し
て
）
法

執
行
当
局
・
Ｆ
Ｉ
Ｕ
等
が
タ
イ
ム
リ

ー
に
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
に
す
べ

き
、
と
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
カ
ー
ド
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド

が
整
備
し
て
い
る
情
報
レ
ジ
ス
ト
リ

を
活
用
す
る
な
ど
、
カ
ー
ド
の
国
際

ブ
ラ
ン
ド
の
協
力
を
得
て
実
現
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

新
た
な
義
務
が
導
入
さ
れ
た
背
景

に
は
、
個
人
間
送
金
と
財
・
サ
ー
ビ

ス
の
購
入
の
境
界
が
不
明
確
化
す
る

な
か
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
の
名

目
で
実
質
的
な
個
人
間
送
金
が
犯
罪

者
や
テ
ロ
リ
ス
ト
に
悪
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
改
訂
の
こ
の
部
分

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
勧
告
16
同
様
、

国
内
取
引
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ペ
イ
メ

ン
ト
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
少
額
送

金
）
を
使
っ
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
購

入
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
銀
行

送
金
同
様
の
通
知
義
務
が
適
用
さ
れ

る
。
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
本
論
点
に
つ
い
て

将
来
的
に
再
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

現
金
引
き
出
し
に

限
定
的
に
基
準
を
適
用

　

改
訂
ポ
イ
ン
ト
の
５
点
目
は
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
お
け
る
現
金
引
き

出
し
へ
の
限
定
的
な
基
準
の
適
用
で

あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
国
で
金
融
機
関

Ⅹ
に
口
座
を
保
有
す
る
顧
客
が
、
Ｂ

国
に
あ
る
別
の
金
融
機
関
Ｙ
で
現
金

を
引
き
出
し
た
場
合
を
考
え
て
み
る
。

現
在
は
、
Ｙ
は
現
金
を
引
き
出
し
た

顧
客
の
カ
ー
ド
番
号
は
分
か
る
も
の

の
、
当
該
顧
客
の
氏
名
や
口
座
保
有

国
（
こ
の
場
合
は
Ａ
）
に
つ
い
て
は

分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
Ｂ
国
の
当
局
な
ど
が

犯
罪
捜
査
等
の
た
め
に
当
該
情
報
を

必
要
と
し
た
場
合
で
も
、
情
報
を
入

手
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ａ
国
と
Ｂ
国

の
当
局
同
士
の
連
携
で
情
報
を
入
手

で
き
た
と
し
て
も
、
時
間
が
か
か
り

過
ぎ
る
。

　

こ
う
し
た
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
現

金
引
き
出
し
は
、
実
質
的
に
は
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
と
同
等
と
考
え
ら

れ
、
か
つ
犯
罪
者
・
テ
ロ
リ
ス
ト
に

悪
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今

回
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
基
準
上
の
手
当
て
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
新
た
な
義
務
と
し

て
、
次
の
二
つ
が
定
め
ら
れ
た
。

①
カ
ー
ド
番
号
は
、
現
金
引
き
出
し

と
同
時
に
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
ー
に
通
知

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

②
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
の
氏
名
は
、
要

請
が
あ
れ
ば
３
営
業
日
以
内
に
ア
ク

ワ
イ
ア
ラ
ー
に
送
付
す
べ
き
こ
と

　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
お
い
て
市
中
協
議
結

果
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
リ
ス
ク
に
見

合
っ
た
対
応
と
す
べ
く
検
討
し
た
結

果
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
「
送
金
」
の

場
合
と
比
べ
て
、
相
当
程
度
、
限
定

的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
注
４
）。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
義
務
に
つ
い
て

は
、
口
座
を
保
有
す
る
金
融
機
関
が

海
外
で
提
供
す
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現

金
引
き
出
し
に
は
適
用
さ
れ
な
い

（
同
一
金
融
機
関
内
の
情
報
共
有
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
勧
告
18
で
手
当

さ
れ
て
い
る
た
め
）。
そ
の
ほ
か
、

国
内
で
の
現
金
引
き
出
し
に
は
適
用

さ
れ
な
い
。

　

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
４
、
５
点
目
に

つ
い
て
は
、
主
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
念
頭
に
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た

も
の
の
、
従
来
の
勧
告
16
同
様
、
デ

ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
に
も
同
様
に
こ
れ
ら
の
義
務
が
適

用
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
金
同
等
物
へ

の
新
た
な
義
務
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

１
次
市
中
協
議
の
結
果
も
踏
ま
え
て

検
討
の
結
果
、
見
送
ら
れ
た
。

官
民
で
速
や
か
に

対
応
の
検
討
開
始
を

　

本
改
訂
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
国

お
よ
び
金
融
機
関
に
お
い
て
は
今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
法
令
改
正
や
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
の
改
修
、
実
務
の
見
直
し
な
ど
の

対
応
が
必
要
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
今
回
の
改
訂
内
容
に
つ
い
て

は
、
通
知
必
須
情
報
の
拡
充
を
含
め

基
本
的
に
暗
号
資
産
交
換
業
者
に
も

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
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あ
る
（
注
５
）。

　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
で
は
今
後
、
26
年
６
月

に
市
中
協
議
案
を
採
択
・
公
表
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
目
線

を
よ
り
詳
細
に
説
明
し
た
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
当
ガ
イ
ダ

ン
ス
作
成
や
勧
告
16
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
実
施
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

の
た
め
、
小
規
模
の
官
民
グ
ル
ー
プ

を
組
成
す
る
ほ
か
、
よ
り
広
範
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
も
継
続

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
改
訂
勧
告
16
の
実
施
に

は
、
各
国
の
政
府
お
よ
び
金
融
業
界

の
幅
広
い
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
広
範

な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
改
訂
勧
告
の

実
施
に
は
例
外
的
に
30
年
末
ま
で
の

リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
設
け
る
こ
と
を
公

表
し
た
。
た
だ
し
、
実
施
に
は
長
い

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
官
民
で
対
応
の
検
討
を
速
や

か
に
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
改
訂
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ

ー
送
金
の
透
明
性
向
上
に
よ
る
犯
罪

の
抑
止
等
の
観
点
か
ら
重
要
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
国
際
的
な
詐
欺
の

急
増
な
ど
足
元
の
犯
罪
情
勢
に
照
ら

し
て
も
、
着
実
な
検
討
・
実
施
が
求

め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
国
内
実
施
の
方
法
を
検
討

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
勧
告
16
改
訂

へ
の
対
応
を
超
え
た
幅
広
い
関
連
課

題
へ
の
対
応
と
の
連
携
も
必
要
と
な

る
。
例
え
ば
、
国
内
の
決
済
イ
ン
フ

ラ
で
対
応
す
べ
き
課
題
と
個
社
の
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
で
対
応
す
べ
き
課
題
の

整
理
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
へ
の

移
行
な
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
改
訂
は
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
送
金
の
実
務
対
応
に
密
接
に
関

連
す
る
た
め
、
費
用
対
効
果
の
観
点

か
ら
は
、
海
外
主
要
市
場
で
の
対
応

と
の
整
合
性
を
意
識
す
る
こ
と
が
有

益
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
と

も
官
民
で
十
分
に
対
話
・
連
携
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
当
庁
で
は
、
今
後
国
内
実
施

に
向
け
た
政
府
内
で
の
検
討
に
際
し
、

関
係
業
界
と
十
分
に
対
話
・
連
携
す

る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
得
た
知
見
を

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
で
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
策
定
に

活
用
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

（
注
）１　

https://w
w

w.fsa.go.jp/inter/
fatf/20250619/20250619.htm

l

２　
第
１
次
市
中
協
議
案
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
羽
渕
貴
秀
「
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ

ー
送
金
の
透
明
性
向
上
に
係
る
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
市
中
協
議
の
概
要
」（
本
誌
２
０
２

４
年
４
月
16
日
号
）
を
参
照
。

　
第
２
次
市
中
協
議
案
に
つ
い
て
は
以

下
を
参
照
。

h
ttp

s://w
w

w
.fsa.g

o.jp
/in

ter/
fatf/20250225/20250225.htm

l

３　
こ
の
ほ
か
、
①
と
③
の
整
合
性
確

認
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
と
効
果
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
確
認
の
対
象
を

「
氏
名
」
と
「
口
座
番
号
」
の
み
に
限

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
整
合
性
確
認
と

は
完
全
な
一
致
の
確
認
に
限
定
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

４　
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
「
送
金
」
の
場

合
と
比
べ
て
、
以
下
の
３
点
に
お
い
て

相
当
程
度
、
限
定
的
な
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
①
通
知
情
報
が
カ
ー
ド
番
号
、

カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
の
氏
名
の
み
と
な
っ

て
い
る
、
②
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
の
氏
名

の
通
知
に
つ
い
て
は
、「
要
請
が
あ
っ

た
場
合
」
に
限
定
さ
れ
、
か
つ
３
営
業

日
以
内
の
猶
予
期
間
が
あ
る
、
③
受
取

金
融
機
関
等
に
適
用
さ
れ
る
他
の
勧
告

16
の
義
務
（
通
知
さ
れ
た
情
報
の
確
認

な
ど
）
は
本
義
務
に
は
一
切
適
用
さ
れ

な
い
。
な
お
、
ア
ク
ワ
イ
ア
ラ
ー
が
通

知
さ
れ
た
情
報
を
、
疑
わ
し
い
取
引
の

特
定
を
含
め
た
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
観

点
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
に

つ
い
て
は
、（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
基
準
上
の
義

務
で
は
な
い
も
の
の
）
今
後
、
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
が
作
成
予
定
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い

て
説
明
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

５　
暗
号
資
産
交
換
業
者
を
対
象
と
し

た
勧
告
15
の
内
容
は
、
基
本
的
に
勧
告

16
の
義
務
を
参
照
す
る
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
点
は
今
回
の
勧
告
16
改
訂

後
も
不
変
で
あ
る
。

は
ぶ
ち
　
た
か
ひ
で

東
京
大
学
法
学
部
卒
。
デ
ュ
ー
ク
大

学
経
営
大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
。
日
本
銀
行
、

金
融
庁
市
場
課
を
経
て
、
19
年
か
ら

金
融
庁
ヘ
ッ
ド
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
会

合
に
参
加
。
23
年
か
ら
現
職
。
22
年

か
ら
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｇ

（
政
策
企
画
部
会
）
共
同
議
長
を
務

め
る
。
19
〜
21
年
は
Ｐ
Ｄ
Ｇ
傘
下
の

Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｇ
（
暗
号
資
産
コ
ン
タ
ク
ト

グ
ル
ー
プ
）
共
同
議
長
を
務
め
た
。
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